
■
ホ
U

ム
ペ
U

ジ
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

昨
年
度
の
「
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
作
成
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
修
了
生
の
皆
さ
ん

で
「
Ｍ
ｉ
ｔ
ａ
―
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
Ｈ
Ｐ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
結
成
し
ま
し
た
（
会
員
数
15

人
）。
５
月
に
は
、
保
育
室
と
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
U
の
ペ
U
ジ
を
完
成
さ
せ
、
イ

ン
タ
U
ネ
ッ
ト
で
公
開
中
で
す
。

現
在
は
、
子
ど
も
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

「
社
教
キ
ッ
ズ
」
を
制
作
中
で
す
。

（４）１５t８t１７みたかの教育

三
鷹
市
立
第
三
小
学
校
は
、
昭
和
16
年

に
東
京
府
北
多
摩
郡
三
鷹
第
三
国
民
学
校

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
当
時
は
児
童
数

451
名
、
８
学
級
、
教
職
員
数
９
名
で
し
た
。

本
年
度
で
創
立
62
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
に
９
千
88
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
児
童
数
は
517
名
、
16
学

級
、
教
職
員
数
42
名
で
あ
り
、
隣
り
に
は

「
ち
ど
り
幼
稚
園
」
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
を
大

切
に
し
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
の
個
性
と
創
造
力
を
伸
ば

し
、
国
際
社
会
に
生
き
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
る
資
質
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、

思
い
や
り
の
心
や
社
会
生
活
の
基
本
的
な

ル
U
ル
を
身
に
付
け
、
人
間
性
豊
か
な
児

童
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

教
育
目
標
は
、
次
の
３
つ
を
柱
と
し
て
い

ま
す
。

輝
く
　
ひ
と
み

（
意
欲
的
に
学
び
実
践
す
る
子
ど
も
）

優
し
い
　
笑
顔

（
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
）

心
も
体
も
元
気
な
子

（
じ
ょ
う
ぶ
な
子
ど
も
）

本
年
度
は
、「
輝
く
ひ
と
み
」（
意
欲
的

に
学
び
実
践
す
る
子
ど
も
）
の
育
成
を
重

点
目
標
と
し
、
具
体
的
に
は
「
ｅ
¿
ス
ク

U
ル
事
業
に
よ
る
学
力
の
向
上
」
と
「
よ

り
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、

児
童
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
自
己
実
現
を

図
る
教
育
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

本
校
の
教
育
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
発

信
す
る
た
め
、
年
２
回
の
一
週
間
の
学
校

公
開
や
土
曜
日
の
道
徳
授
業
地
区
公
開
講

座
な
ど
を
設
定
し
て
、
多
く
の
保
護
者
や

地
域
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
ｅ

¿
ス
ク
U
ル
事
業
に
よ
っ
て
、
学
校
と
家

庭
・
地
域
と
の
双
方
向
の
情
報
交
換
だ
け

で
な
く
、
学
校
行
事
の
様
子
な
ど
の
ラ
イ

ブ
配
信
や
授
業
へ
の
参
加
も
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
教
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
英
語
活
動
に
10
名
、
コ
ン

ピ
ュ
U
タ
活
動
に
18
名
、
読
み
聞
か
せ
に

も
各
学
級
数
名
ず
つ
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
教
育
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
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「
ｅ
¿
ス
ク
U
ル
事
業
」
に
よ
り
、
昨

年
度
か
ら
四
・
五
・
六
年
生
の
児
童
に
一

人
一
台
の
ノ
U
ト
パ
ソ
コ
ン
が
貸
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
超
高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
環
境
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
各
自
の

ノ
U
ト
パ
ソ
コ
ン
を
手
軽
に
、
自
分
の
教

室
で
も
、
家
庭
や
地
域
で
も
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

週
３
回
、
15
分
間
の
朝
モ
ジ
ュ
U
ル
学

習
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
読
み
・
書
き
・

計
算
の
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
を
目
指

し
、ノ
U
ト
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
、各
自

が
真
剣
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
教
員
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
じ

と
、
週
２
回
の
コ
ン
ピ
ュ
U
タ
研
修
を
欠

か
さ
ず
行
い
、
指
導
力
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、http://w

w
w
.shou

g
ai.city.m

itaka.tokyo.jp/sha
kyo/index.htm

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

昨
年
度
の
市
民
大
学
総
合
コ
U
ス
「
市

民
生
活
と
情
報
」
修
了
生
の
皆
さ
ん
を
中

心
と
し
た
「
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み

た
か
」
が
３
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
（
会
員
数
９
人
）。
毎
月
、
第
２
・
４

火
曜
日
に
、
社
会
教
育
会
館
に
あ
る
市
民

貸
出
用
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

６
月
に
は
パ
ソ
コ
ン
室
の
パ
ソ
コ
ン
も

新
機
種
に
リ
ニ
ュ
U
ア
ル
さ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
が
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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学
校
給
食
は
単
に
児
童
・
生
徒
の
栄
養

補
給
の
意
味
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
マ
ナ
U
を

習
得
し
た
り
、食
へ
の
興
味
を
喚
起
さ
せ
、

生
涯
を
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
の
知
識

を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
教
育
の
一
環
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
で
は
、
平
成
６
年
か
ら
学
校
給

食
で
使
用
す
る
食
器
を
ア
ル
ミ
製
の
も
の

テ
ニ
ス
コ
U
ト
は
す
で
に
４
月
１
日
か
ら

市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
野
球
場
は
芝
生
の
養
生
の
た
め

利
用
開
始
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

度
、
芝
生
の
生
育
状
況
も
順
調
な
た
め
、

10
月
１
日
か
ら
利
用
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
申

し
込
み
に
よ
る
団
体
開
放
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
ス
ポ
U
ツ
振
興
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
所
在
地

三
鷹
市
大
沢
５
―
21
―
12

■
開
放
日

通
年
開
放
（
年
末
年
始
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
お
よ
び
整
備
工
事
等
で

臨
時
休
業
す
る
場
合
は
除
く
）

■
開
放
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
（
11
月
か
ら
３
月
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
）

■
利
用
区
分

２
時
間
１
区
分
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
、
退
出
時
間
含
む
）

■
利
用
資
格

三
鷹
市
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
で
構
成
さ
れ
た
団
体

■
使
用
料

１
面
２
時
間
以
内
３
千
円

（
中
学
生
以
下
の
団
体
が
使
用
す
る
場
合

は
千
500
円
）

■
野
球
場
の
内
容

少
年
硬
式
、
大
人
軟

式
野
球
　
Ｈ
Ｂ
〜
レ
フ
ト
89
∫
、
Ｈ
Ｂ
〜

ラ
イ
ト
91
∫
、
Ｈ
Ｂ
〜
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
U

ン
115
∫
、
防
球
フ
ェ
ン
ス
Ｈ
＝
14
∫

∞
ス
ポ
U
ツ
振
興
課
ò
内
線
３
３
２
７

７
月
17
日
に
、
子
ど
も
同
士
で
繁
華
街

に
出
か
け
た
女
子
小
学
生
４
名
が
、
簡
単

な
ア
ル
バ
イ
ト
だ
と
誘
わ
れ
て
監
禁
さ

れ
、
手
錠
を
さ
れ
た
状
態
で
保
護
さ
れ
る

と
い
う
事
件
が
都
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
件
を
受
け
、
市
立
小
中
学
校
で

は
、
翌
18
日
の
終
業
式
の
際
に
、
子
ど
も

同
士
で
の
遠
出
や
夜
間
の
不
要
な
外
出
を

控
え
る
こ
と
、
ま
た
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を

か
け
ら
れ
て
も
絶
対
つ
い
て
行
か
な
い
こ

と
な
ど
の
指
導
を
一
斉
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
件
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

を
犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
ご
家
庭

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動
を
十
分
に
把

握
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
は
行

か
な
い
こ
と
、
ま
た
、
緊
急
時
に
は
大
声

を
出
す
こ
と
や
保
護
者
・
警
察
な
ど
に
連

絡
す
る
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
す

ぐ
家
族
に
相
談
す
る
こ
と
な
ど
を
改
め
て

確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。∞

指
導
室
ò
内
線
３
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４
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三
鷹
市
の
文
化
財
（
５
）

機
能
美
を
も
つ
尖
頭
器

天

文

台

構

内

遺

跡

出
土
の
木
葉
形
尖
頭
器

近
年
の
都
市
化
に
お
け
る
ヒ
U
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
は
、三
鷹
市
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
も
同
様
で
、
風
通
し
の
悪
い
部
屋

な
ど
は
、
室
温
が
35
度
か
ら
37
度
く
ら
い

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
の
日
も
多
く
、
昨

年
は
特
に
多
発
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
で
は
注
意
報
発
令
の
際
は
、
カ
U
テ

ン
を
引
く
な
ど
の
対
応
を
と
り
な
が
ら
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
風
通
し
が
悪
く

室
温
が
上
昇
す
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の

学
習
環
境
と
し
て
決
し
て
好
ま
し
い
環
境

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

三
鷹
市
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
今

年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
全
校
の
普
通
教

室
に
天
井
扇
風
機
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
平
成
15
年
度
は
全
中
学
校
設
置
を
目

標
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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三
鷹
市
大
沢
野
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

野
球
場
の
利
用
開
始

子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

普
通
教
室
に

天
井
扇
風
機
を
設
置

か
ら
、
見
た
目
も
良
く
、
一
般
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
食
器
に
近
い
強
化
磁
器
食
器

へ
と
変
更
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
期
間
中
、
一
度
も
強
化
磁
器

食
器
で
の
給
食
を
経
験
の
で
き
な
い
児

童
・
生
徒
の
現
状
を
考
慮
し
、
中
学
校
の

食
器
改
善
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
と
し
、

平
成
15
年
度
２
校
（
第
二
中
学
校
・
第
七

中
学
校
）
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
７
月
現
在
、
全
22
校
中
、
10

校
（
小
学
校
８
校
・
中
学
校
２
校
）
が
整

備
済
み
で
あ
り
、
今
後
も
順
次
食
器
改
善

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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保育室のページ

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
躍
中
¿

〜
社
会
教
育
会
館
で

市
で
は
、
東
京
都
の
「
野
川
大
沢
調
節

池
」
の
占
用
許
可
を
受
け
て
「
大
沢
野
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
し
て
新
し
く
整
備
い
た

し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
U
兼
ラ
グ
ビ
U
場
と

大
沢
天
文
台
通
り
の
拡
幅
工
事
に
先

駆
け
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
は
、
平
成

15
年
３
月
に
現
場
調
査
の
す
べ
て
が
終

了
し
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
数
多
く
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
写
真
の
木
葉
形

尖
頭
器
と
呼
ば
れ
る
石
器
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
天
文
台
構
内
の
南
東
端
の
急
斜

面
地
で
出
土
し
た
も

の
で
す
。
今
ま
で
井

の
頭
池
の
周
辺
な
ど

市
内
で
数
点
の
発
見

例
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
石
器
は
、
今
か
ら
１
万
２
千
年

前
頃
、
旧
石
器
時
代
の
末
か
ら
縄
文
時

代
の
始
ま
る
こ
ろ
の
一
時
期
に
限
っ
て

作
ら
れ
た
狩
猟
具
の
ひ
と
つ
で
、
槍
の

先
端
に
装
着
す
る
も
の
で
す
。
長
さ
約

15
B
A
、
幅
約
４
・
５
B
A
の
大
形
品

で
す
。
ど
ち
ら
を
先
端
に
し
て
も
よ
い

よ
う
に
両
端
は
薄
身
で
丁
寧
に
細
部
加

工
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
規
模
で
氷
河
期
か
ら
温
暖
期
に

変
わ
ろ
う
と
す
る
こ
ろ
、
動
植
物
相
に

も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
狩
猟
も
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な

ど
の
動
き
の
速
い
動
物
が
徐
々
に
主
流

と
な
り
、
飛
び
道
具
と
し
て
の
弓
矢
が

新
た
に
登
場
し
ま
す
。
こ
こ
で
大
形
の

尖
頭
器
は
狩
猟
具
の
座
を
護
り
、
そ
の

後
は
小
形
化
し
て
残
る
も
の
の
、
弓
矢

の
矢
柄
に
装
着
す

る
石
鏃
（
せ
き
ぞ

く
）
が
縄
文
時
代

を
通
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

縄
文
時
代
を
象
徴
す
る
縄
文
土
器

は
、
文
化
を
反
映
し
た
〈
か
た
ち
〉
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
石
器
類
、
な
か
で

も
狩
猟
用
の
石
器
類
は
、
危
険
を
伴
う

作
業
に
使
わ
れ
る
だ
け
に
、
経
験
と
必

然
で
生
れ
た
機
能
美
を
有
す
る
作
品
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

∞
成
果
の
一
部
は
ホ
U

ム
ペ
U

ジ

「
み
た
か
遺
跡
展
示
室
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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を

進
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て
い
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ｅ
¿
ス
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上

よ
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